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A. 研究目的 
HIV(human immunodeficiency virus)感染者は非HI
V感染者と比較して悪性腫瘍の標準化発病率が高い
傾向にあることが欧米で報告されているが、本邦の
HIV感染者を対象とした調査結果の報告は乏しい。
また、HIV感染者に対して癌治療を施行した際の忍
容性および生命予後に関する報告は乏しく、その実
態は明らかでない。本研究では2011年から2020年の
期間、国立国際医療研究センターで診断・治療を受
けたHIV患者を対象に、その臨床病理学的特徴、癌
治療の内容・忍容性・予後等を検討する。 
 
B. 研究方法 
臨床情報および検体情報を収集し、腫瘍診断から死
亡・最終追跡日までの期間を考慮した統計解析から
累積死亡率を算出し、予後リスク因子を同定する。
また、悪性腫瘍の診断・治療効果と関連する因子を
同定する。さらに、診断・治療に伴う有害事象率を
算出し、その関連因子も同定する。 
（倫理面への配慮） 
国立国際医療研究センター倫理審査委員会承認済
み（承認番号：NCGM-S-004317-01）。 
 
C. 研究結果 
HIV感染者のうち、悪性疾患と診断された患者は合
計237例であった。男性患者は225例であった。ADM
と診断された症例は102例（43.1％）、NADMと診断
された患者は135例（56.9％）であった。ADMと診断
された患者のうち、非ホジキンリンパ腫55人（53.
9％）、カポジ肉腫44人（43.1％）、浸潤性子宮頸癌
3人（3％）である。NADMで最も多い癌種は大腸癌（1 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
4.1％）、次いで肛門管癌（11.1％）であった。201 
 
1年から2021年にかけてADMの割合が減少するとい 
う明らかな傾向がみられた。2020年から2021年に診 
断された悪性腫瘍の約70％がNADMであった。 
D. 考察 
症例のほとんどは男性で、2011年から2021年にかけ
てNADMの割合が増加した。増加傾向は海外の先行研
究と同様であった。NADMの中で最も多い癌種は大腸
癌であった。また、NADMはADMに比べ、CD4細胞数が
多く、HIV RNAコピー数が少なく、高齢で診断され
ることが多かった。胃癌の頻度（10％）は諸外国の
報告より高く、日本の非HIV感染者集団と同じ傾向
であった。E. 結論 
HIV感染者における悪性腫瘍は年次推移とともにAD
Mが減少し、NADMが増加した。症例のほとんどは男
性であった。NADMの中で最も多い癌種は大腸癌であ
った。HIV感染が悪性疾患の治療に与える影響を明
らかにするためには、さらなる解析が必要である。 
 
F. 健康危険情報 
 
G. 研究発表 
１．論文発表 
なし 
２．学会発表 
ESMO Asia Congress Dec/2nd/2022, Singapore (Po
ster presentation 441P) 
（発表誌名巻号・頁・発行年等も記入） 
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１. 特許取得 
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研究要旨 本研究では国立国際医療研究センターで診断・治療を受けた

悪性腫瘍を発症した HIV患者を対象に、その臨床病理学的特徴を検討し

た。HIV感染者のうち、悪性疾患と診断された患者は合計 237例であっ

た。男性患者は 225例であった。ADMと診断された症例は 102例

（43.1％）、NADMと診断された患者は 135例（56.9％）であった。HIV

感染が悪性疾患の治療に与える影響を明らかにするためには、さらなる

解析が必要である。 


